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まえがき

この報告書は, 1995年1月10日より1995年1月20日までのADCA (海外農業開発コンサルタ

ンツ協会)調査団による農業開発の調査結果を基に,インドネシア共和国リアウ州のサモ農業開発計

画地区をとりまとめたものであります｡

リアウ州における,開発の優先分野は農業､工業及び運輸の三部門におかれており､これ

ら三部門の開発を重点的に実施することにより､住民の所得向上､就業機会の増大,そして均衡のと

れた経済構造の達成が可能であるとされている｡優先分野の一つである農業部門の重点施策は,食糧

特に米の自給達成である｡住民の栄養改善のため､米以外の食糧生産の増大と品質向上も必要とされ

ている｡また､翰出振興のため､並びに国内工業への原料供給のため,農園作物の増産にも重点がお

かれている｡このため､州政府は,本地区を含むこの周辺地域を州内の食糧増産基地と位置付けてお

り,この地域の豊富な水資源と土地資源を利用した環境と調和のとれた開発を望んでいる｡

州公共事業部も本地域は米の増産のためのかんがい事業地区として位置付けており､今後

の調査の期待が大きい｡特にADCAのPP調査後, JICAのF/S調査が行われたT)アウ州のかんがい開発

優先順位一位のバタンクムかんがい開発計画地区について早期の事業実施を実現したい意向を持って

おり,本地区の近隣という事で本調査の参考とさせていただいた｡

最後に調査にご協力を賜った関係各位に深く謝意を表するものであります｡

団 長

農業開発担当

久保田親典

山田 栄
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1.リ アウ州の現況

1.1位置及び地積

リアウ州はスマトラ島の中部と他に3,200以上の島々を持ち,南緯lo 15′ -北緯4o 45′ ,

東経100o O3′ ⊥109o
19′ に位置しているo (LOmIONMAP参照) 北西部は北スマトラ州､

西部は西スマトラ州､南東部はジャンビ州に接し､北東はマラッカ海峡に面して約94,560km2の

地積からなっている｡これはインドネシア国二1二の約4.9%を占めている｡

1.2 行政及び人口

行政的には5つの県(Kabupaten : Indragi1iHulu県､ IndragiriHilir県､Kepulauan Riau県､

Kampar県及びBengkalis県)と2つの市(Kotamadja : Pekanbaru市及びBatam市)の7つに分かれてお

り(図1.1参照)
､州都はプカンパルー(PekaJlbaru)市である.

1992年の総人口は約3百40万人､インドネシア国人口の1.9%と見積られ,その成長率は

1980年から1990年の年平均で4.3%である.また､ 1992年の人口密度はkm2当り36人で､これはス

マトラ島8州の内で最も過疎地域である｡

表1.1に各県の地積､人口及び人口密度を示す｡叉､表1.2にリアウ州の人口成長率を示す｡

1.3 地域経済

表1.3で示すように､リアウ州の経済は, 1992年の地域総生産(GRDP)でみると,石油を

中心とする鉱業部門が70%を占め､最も重要な産業となっている｡農業部門は6.3%で石油を除

いた数字で見ると､農業部門が26.3%と最重要部門となる. 1992年市場価格でのリアウ州の

GRDPは石油を含めた場合, 146.698億ルピアであり,インドネシアのGDPの5.6%に当たる.

また,同年の一人当たりGRDPは4.157,702ルピアであった.なお,石油を除いた場合の-一人当

たりGRDPはl,003,339ルピアであった｡部門別就業人口では､農業従事者が全体の53.2%と圧

倒的で,鉱業部門はわずか3.5%に過ぎない｡
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1.4 気 象

気象は熱帯多雨常に属し,年間雨量は全域にわたり2,000mmを下回ることはほとんどな

く､山岳地帯では3,500mmを越す所も見られるが､降雨の年変動が激しい｡平均気温は25.3o

-28.Ooで､相対湿度は平均84.9- 9l.4%と高く､また口照率は平均37.6-46.1%である.こ

のような気象条件では営農･栽培上で特に問題になることはない｡

1.5 土地利用

リアウ州の土地利用状況は表l.4にみられるように約68%が森林で､植林地及び農園(エス

テート)が約14%を占める｡更に森林のうち保護林はわずか7%であり､森林の大部分は何んら

かの形で開発可能である｡

1.6 農 業

リアウ州の主要食用作物は水稲(陸稲を含む)
､キャッサバ,メイズ,サツマイモ,落花

坐,大豆などであり, 1992年における水稲及び陸稲の収穫面積と生産量は,それぞれ162,900ha,

541,500トンであり,この内陸稲(DryLmdP託uy)の生産量は19.5%を占めている. (表1.6参照)

表1.7はリアウ州の県別の稲作面積,収量､単位収量を示すoこれによるとIndragiriHilir県

で浸田における生産量が水稲及び陸稲の生産量の39%を占めており,この県が水稲の中心県となっ

ている.単位収量は､水稲で4.Ot/ha程度で,陸稲で2.OtPla程度となっている.

リアウ州の米の需要状況については､ BULOGにより輸入されており,かなりの量が不足し

ていると言われている. Paddy (GabahKeringGiling,GKG )と精米との比率をo.68､ロスその他を

10%､ 1人当り年消費量を140kgとするとリアウ州の米の需給状況は表1.8のように想定される｡

近年､リアウ州のゴム及びオイルパームの栽培面積は急激に増加しており, 1988年に各々

349.043ha及び164,442haであったのが,1992年には401,066haと312,429haに拡大している｡これら

の生産量も同様に面積の拡大とともに増加し､ 1992年にはゴムが194,900トン,そしてオイルパー

ムが367.700トンと,全国の生産量の各々14%及び13%を占めるに至っている.
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付 表 一 覧

表1.1 リアウ州の地積､人口及び人口密度(1992年)

表1.2 リアウ州の人口の成長率(1980-1992年)

表1.3 リアウ州の地域捻生産額(GRDP, 1992年)

表1.4 リアウ州の土地利用(1992年)

表l.5 リアウ州の森林面積(1991/92年)

表1.6 リアウ州の食用作物(1992年)

表1.7 リアウ州の収穫面積,生産量及び単位収量(1992年)

表1.8 リアウ州米需給状況

表1.9 各五ケ年計画におけるリアウ州移民事業の実績

表1.10 リアウ州道路現況

表2.1 河川流量観測

表2.2 主要工事計画諸元
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図1.1 リアウ州行政区分図

図2.1 サモ農業開発計画地区
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1.7 移 民

リアウ州は,多くの移民をジャワ島より受け入れており､ 1990年以後にかけてKampar県で

は移民受入が急激に増加しているo最初の入植は､ 1961年にKampar県Bangkinang郡で約100戸の入

植事業が始まった｡それ以後,移民は増加し最近では毎年約10,000戸の入植事業が展開している｡

1992/93年までに既に約100,505戸の入植が行われている｡表l.19は移民事業の実績を示す｡

鶴,リアウ州の移民事業は, 1戸当り配分面積が次のようになっている｡

1戸当り土地配分面積

0.25ha :宅地

1.00ha :第1種農地
o.75ha :第2種農地

計 2.00ba

また,リアウ州の移民事業は大別して､プランテーションを主体とした事業(PIR-Trams)

と一般移民(Trams Umum)に分けられ､ PIR-Transが多い.

1.8 モカ及び上水道

瑛在,コタパンジヤンに水力発電所が建設中であるが,水力発電による電力の供給はなく､

ディーゼル発電により電力供給を行っている｡ 1992/93年の州全体の発電機数は171機で､電力容

量225,901Mkwhを供給した.

上水道施設はリアウ市,その他主要都市にあるが,普及量は少なく, 】992年におけるリア

ウ州で年使用量は17.65百万m3であるo
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1.9 道路

表1.10は1992年に別ナる国道及び州道の県別道路延長及び舗装状況を示しており､リアウ

州の道路総延長は､ 707ケ所の橋を含めて､ 1l,613kmである｡この道路のうち,アスファルト舗

装は3,399km(29.3%),砂利舗装2,927km(25.2%)で,残りの45.5%が未舗装となっている｡道路状態

は､稔延長のうち19.7%が非常に良い道路で, 38.3%が普通, 42.0%がなんらかの損傷がある悪い

道路となっている｡
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2 サモ農業開発計画

2.1 一 般

カイティサモかんがい計画は､本地区への移民事業計画(1976年-1979年)に対応するた

め計画されたものである｡その計画は,サモ川に頭首工を建設するが,サモ川の水量だけでは､

耗かんがい面積1,654haに対して十分でないので､カイティ川にも頭首エを設け,カイティ川で

の取水分を補充水路によりサモ頭首工に導入して流域変更を行い､全地区へかんがいする計画で

ある｡

1977/87年度に地元のコンサルタントpT. Mezanによって幹線及び第2次水路システムの

設計が行われた.その後､ pT. IsudaParamaによって第3次支線システムの設計が1983/ 84年度

に行われた.サモ幹線水路及びサモ頭首工の建設は､ 1982/83年度に始まり､実質的には1988年

に完成した｡それと平行して､. 1985年から】988年の間に第3次支線網が建設され723haの水田が

開田された｡ 1987/88年度に､カイティ頭首工への工事用道路が建設され､カイティ頭首工の工

事が行われ, 198り1990年度に完成した｡しかしながら,建設資金が底をつき,その後,残りの

工事は中止したままである｡残りの主要工事は,カイティ頭首工とサモ頭首エを結ぶ補充水路と

サモ地区の未開発地域の幹･支線水路システムと開田である｡

1994/95年度にOECFのセクタープログラムローンが決定し,接続水路の9.2km内､上

流側4.1 kmの工事が行われる予定となっているが､その他の工事分についての資金の手当は白

紙の状態である｡

本地区への移民事業計画も完了し既に15年以上経過しているが入植農民の経済的安定はま

だ得られていない｡今後,カイティサモかんがい計画の早期完成と農民への支援事業を含めて,

サモ地区の農業開発を促進するためにサモ農業開発計画を行う｡
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2.2 地区概要

1)位 置

計画地区は､リアウ州のカンパル県､ランバア郡にあり､州都のプカンパルーより約180

kmで､車で約3時間の道のりであり,最も近い町パシールパンガラヤンより約5kmである.プ

カンパルーやパシールパンガラヤンからのアクセスは,品質の良い全天候型のアスファルト舗装

で大変容易である.地区の中心は北緯oo 50′ 束経100o 20′ に位置するo囲-2.1に位置を示す｡

2)地勢･土壌･土地利用

計画地区は､大きく分けて国道の南西側と国道の北東側のこの地域に分けることができる｡

国道の南西側は,標高約250- 300mの高さの起伏の激しい丘でサモ及びカイティ頭首工の集水

域となっている,サモ頭首工をより東側は､ 75m程度の標高で国道へ拡がっている｡国道南西側

は､約25m -75m のなだらかな起伏で受益地区を形成しており､未かんがい地域では,低い

部位で水田が見られる｡

土壌は､地区北部で砂質ロームで南部で粘性土である｡

計画地区の約50%は､水田で占められており､既設のかんがい水田と低位部で天水田が展

開している｡既存水田は,存米品種で天水を利用し､ ha当り2.5tの収穫をあげている｡そして,

かんがい水田では3t である｡その他は､林とゴム園で,ゴム園は高位部に展開している｡下表

は計画地区内の土地利用の形態を示している｡

現 況土地利用

単位:ba

位 置 農民 水田 乾田 プッシュ 林 ゴム園とゴム園と 計

ブッシュ 林

カイティ地域 地元 110 40

サモ地域

国道南西部 地元 o 40

国道北東部 入植 717* 166

36 0 0 0 186

O 130 0 0 170

65 159 87 145 1,339

計 827 246 101 289 87 145 1,695

備考: *このうち659haはかんがい水田
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3)人口

本地区の主要産業は､農業であり､就労可`能人l二1のほとんどが農業または農業関係の仕事

にたずさわっている｡地区内には1,285戸の農家があり､この内1,035戸が入植農家で,約250

戸が地元の先住農家である｡入植農家は､ l司道より北東部地域にあり,地元農家は国道より南西

部地域に住んでいる｡入植地は､次の5地区を含んでいる｡

SKP-B : DK-Ⅰ, DK-Il, DK-ⅠⅠⅠ,DK-IV, DU(DesaUtama)

4)気 象

計画地区はほほ北緯1
o

に位置し,赤道気候帯に属する｡この位置のため､本地区は10

月から1月は北東の季節風､ 3月から5月は南西の季節風の影響を受ける｡季節風はこの地域に

多くの雨をもたらす｡

(a)降雨量

(b)気 温

(c)相対湿度

(d)相対l]照時

(e)日射量

(i)風 速

也)蒸発量

:本地域の年平均降雨量は約2,500mmである｡年4引こ1,800mmか

ら3,000mmの間で大きく変化する｡日長大雨量はバッシールパン

ガラヤンにおいて1933年8月に165mmを記銘した.

:年平均気温は27.6℃で､ 1月の27.6℃から5月の28.5℃と変化する

が､変動は小さいo l日における気温差は21.9℃から33.6℃と大き

く変化する｡

:年平均の湿度は約80%で月平均の最大湿度は約82%,最小湿度は

約77%である｡

:年平均相対日照時は46%で月平均の最大は6月の57%,最小は1

月の36%である｡

:年平均El射量は311 Gal/cm2/dayで月平均は4月の328 Gal/cm2/day,

最小は12月の279 Gal/cm2/dayであるo

:年平均風速は35.2km他yで月平均は3l.7 km他yから38.2km他y

の範囲である｡

:年平均の蒸発量は約1,720mm (4.7mm/day)である.月平均の最大

は9月の5.Omm/dayで年間を通して変化はわずかである｡
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5) インフラストラクチャー

本地区内には, 5つ入植地(DK-Ⅰ,DK-1Ⅰ, DK-ITI,DK-IV, DU)があり, DK-Vlがちょうど地

区境界の外にある｡各入植地には,ひとつの小学校とひとつの診療所を持ち, DKIIにマーケッ

トがある｡さらに､約5km離れた,パシールパンガラヤンの町に学校や他の施設がある｡地区

内の道路は､パシールパンガラヤンより州都パカンパルーへ通じる州道が地区を分断するように

北から南へ走っている｡この道路は､アスファルト舗装されており､パシールパンガラヤンへの

アクセスを容易にしている｡しかし､入植地よりこの州道へ出るための道路は未舗装で､雨期の

車輪通行に支障を来たしている｡また､橋が破損して通行不可能な道路もある｡

6)地図･資料

本地区の地図は､縮尺1/50,000の地形図(BAKOSURTANAL作成1982年)がカバーして

おり,縮尺1β,000の地形図(pT. ISUDAPARAMA作成)がある｡また､サモ幹線水路の縦横断

図,カイティ補充水路縦横断図がある｡

2.3計画構想

事業の目的は､本地区内の経済的安定性を実現するために､主として稲作栽培のためのか

んがい事業により､食糧生産物の単収を増加し,移民政策と地域開発を支援することである｡

本地区には､すでに1976年より1979年までに1,035戸の農家が5ケ所の入植地に入植を完

了しており,一部の入植地はすでにかんがいシステムの恩恵を受け,残りのの入植地は恩恵がな

いという､アンバランスなかんがい事業となっている｡これらを解決するには,水源を確保する

事業を早急に実施しなければならない｡これらへの投資は､少ない投資で大きな効果を生むとい

う事業効果の高い農業開発を促進する事となろう｡このため,現在かんがい施設がない地域に対

して､既存の諸施設及び水資源の有効利用を図りながら､

a)かんがい施設の建設(カイティ補充水路の建設及び

サモ地区下流域水路施設の建設)

b)既かんがい施設の補修及び強化

c)未開田地区の水田造成,農地造成
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d)維持管理施設の補充･建設

e)農道の整備

i)農業支援組織の整備

を実施することが必要である｡

2.4計画地区の策定

1)水源の位置

水源施設は､既に建設されているカイティ頭首工及びサモ頭首工である.これらは, 1,654

haを対象とした水源であり､かんがい面積を拡大するためには､新たに水源施設が必要となる｡

地区の西側を流れるローカンカナン川がよりポンプ揚水が可能であるが､揚程が高く不経済と

なりえる事と､本地区かんがい開発計画としては､自然流下式かんがい方式を採用するため､

この水源施設では適切でない｡

カイティ頭首工からサモ頭首工へ流域変更させる補充水路が,カイティ川とサモ川の流域

にはさまれた3ケ所の小河川を横断する地点で､小規模の堰を設け,補充水路に取水し,サモ

頭首工を経てかんがい用水として供給が可能である｡

本地区の水源として期待されるのは､次の3ケ所で､集水面積は以下の通りである｡ 3ケ

所堰の集水面積はサモ頭首工の集水面積の約70%にあたり,補充水として期待できる｡

① サモ頭首工 集水面積は約19.3km2

③ カイティ頭首工 集水面積は約29.Okm2

③ 3ケ所堰 全体の集水面積は約13.2 km2

(2.5 km2, 6.8 km2, 3.9 km2)

よって､本地区の水源位置は,カイティ頭首工,サモ頭首工､新規の3ケ所堰とする｡
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2)水 源

河川流量観測(表2.1参照)によれば､カイティ頭首工及びサモ頭首工での最大､最小の河

川流量は以下の通りである｡

･カイティ頭首工

観測巨l 流量

最大流量 1991年4月3日 4.3 m3/sec

最小流量 1991年9月16日 0.6 m3 /see

サモ頭首工

観測日 流量

最大流量 1991年4月3日 2.8 m3 /see

最小流量 1991年9月16日 0.1 m3 /see

河川流量データは,約1年間のデータであり､流量データとしては不充分であり､最小流

量を推定するには短すぎる｡今後とも流量観測を継続していかなければならない｡しかし,こ

のデータより推察するとすれば､一雨期は,カイティ川で1.7IⅥ3/s以上サモ川で1.Om3/s以上が

期待できる｡乾期はカイティ川で0.6m3/sサモ川で0.I
m3/s程度であろう｡

本項で最小流量のおおまかな推定をするために,比流量が約l.Om3/sec/100km2以~Fと仮定

して､全集水面積が61.5km2とすれば,最小流量は0.61m3/sec以下となるo

lRRIGATION SUB-SECTOR LOAN PROJECT PREPARATORY DESIGNS,August 1988(以後

ISSLPPDとする)によれば,サモ川で雨期1.7m3/sec､カイチイ川で雨期l.Om3/sec､ 2つの河

川で2.7m3/secの取水が可能としている｡また､乾期は最小流量の5年確率では両河川で0.2

m3/secとしている｡

3) 規模と用水臆存王

本地区の規模は,当初1,654 haの鈍かんがい'l'i11積で計画されており､新たに補助水源を新

設するならば､この面積の拡大は可能である｡前述のISSLPPDよれば乾期の作付け率は, 1β確

率年で48%, 1r2確率年で79%である.このことから雨期については､かんがい用水の安定供給

は可能であるが､乾期については､用水既存量は十分でなく,米の二期作は難しい｡よって､

本計画地区の規模は､以下の理由により当初計画どおり1,654haのかんがい面積とする｡
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施設浅模(水路等)の変更の必要がない｡

新規補助水源により乾期の作付率をあげる事ができる｡

投資効果が高い｡

乾期にかんがいするには､輪番かんがい方式を導入しなければならないであろう｡さらに,

水を管理するために水利用者組合の設立が必要となるであろう｡

4)建設資材

建設資材の価格､輸送費は,かんがい開発工事費に重要なインパクトを持っている｡従っ

て建設資材は,できるだけ現地で得られるものを利用すべきである｡カイティ川及びサモ川は

コンクリートに必要な十分の資材を提僕でき,コンクリートに適した砂及び骨材は川床にある

ものを利用できる｡

2.5 計画施設諸元

計画される新規施設や新規工事については表2.2に示す｡

主要工事としては,以下の工事である｡

･残り5.1kmの補充水路の建設

･

3ケ所の補充堰の建設

･幹線及び第二次水路の整備(管理道路やライニング等)

･･723haの第三次支線網の老備

･827haの農地造成による開田

･計画地区内の道路整備

･水管理施設の整備(ゲート類,量水施設,事務所等)
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2.6 総合所見

技術的には､掛こ問題はなく､比較的容易な工事を残しているだけである｡既にカイティ

及びサモ頭首工も完成しており､問題となっているのは,これらの頭首工を結ぶ水路が完成して

いないという状況である｡

現地政府は､今年度始まったoECF融資による補充(接続)水路の4.1km区間工事をパッケー

ジ1とし､残りの補充水路の区間の工事をパッケージ2､まだ開発されていない931haの支線水路

網の工事をパッケージ3として全工事の完了を計画している｡パッケージ2及びパッケージ3の

工事資金の調達の可能性は,現在のところ皆無である.仮にパッケージ2の資金の調達が可能に

なってもパッケージ3が施エされなければ事業効果は発現されないo今後は,パッケージ2及び

パッケージ3をひとつのパッケージとして考える必要があるo

住民,特に移民してきた人々は,早急の事業の完成を待ち望んでいる｡何故なら地区内の

=事完了地区と未完了地区との間で生産せ括環境の較差が生じているためであるo地域的にも､

生活水準も低く生産･生活環境の向上が望まれており､また食料増産基地としても期待されてい

る｡また,本計画地区はこの地域の中心地パシールパンガラヤンの町に近く､この地域に与える

展示的な波及効果は大である｡

以上の尊から､残りの工事を完成させる事によって本計画地区内の生産性を飛躍的に向上

させる事ができ投資効率は高いと言える｡事業費からすれば将来単独の円借は難しいと思われ,

規模･内容等から無償案件として次のステップを期待したい｡
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表1.1リアウ州の地積,人口及び人口密度(1992年)

面 積

県/市 km2

人口 人口密度

(人) (人此m2)

IndragiriHulu
,%

In血agiri Hilir県

Kepulauan Riau県

Kampar
,%

Bengkalis
,A

pekanbaru市

Batam市

15,854

1 1.606

7,487

27,908

30,647

447

613

つん

3

00

3

0ノ

5

4

5

6

′0

つ】

7

nフ

つ一

〇

〇

396.864

491
,788

458,71 8

594,452

93 1,705

397,330

123,037

25

42

61

21

30

889

201

計 94,562 3,393,894 36

出典: R血DalamAngka 1993

表1.2リアウ州の人口の成長率(1980-1992年)

人 口 人口成長率

(千人) (%)

つん

ー

0

9

00

7

′b

5

4

3

つん

ー

O

q′

9

9

8

00

00

8

00

8

00

00

00

(XU

9

q′

0/

9

9

9

9

9

q′

9

q′

9

qノ

1

1

l

-

-

l

ー

l

ー

-

-

l

1

3,394

3,345

3,304

3,135

2,975

2,825

2,683

2,548

2,443

2,374

2,306

2,24 1

2,169

平 均(1980年-1990年) 4.3

出典: Riau Dalam Angka 199l, 1992, 1993

備考: 1980年及び1990年は人口センサスによる｡
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表1.3リアウ州の地域総生産額(GRDP, 1992年)

石油類を含む

区 分 GRDP 比 率

石油類を除く

GRDP 比 率

農業

鉱業(石油含む)

工場生産

電気･ガス･水道

建設

商業･飲食品･ホテル

運輸･通信

銀行･金融∴その他

賃貸

行政･防衛

サービス

(百万ルヒ○ァ)

929,822 6.3

10,23l,815 69.7

1,loo,342 7.5

65,036 0.4

56.406 0.4

1,315,903 9.0

332,943 2.3

146,051 1.0

149,470 1.0

283,928 1.9

58,173 0.4

(%) (百万ルヒ○ァ)

929,822 26.3

206,454 5.8

384,923 10.9

65,036 1.8

56,406 l.6

926,940 26.2

332.943 9.4

146,051 4.1

149,470 4.2

283,928 8.0

58,173 1.6

(%)

計 14,669,889 100.0 3,540,146 100.0

出典: Riau Dalam Angka 1993
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表1.4リアウ州の土地利用(1992年)

区 分 面 積(ha) 比率(%)

宅地

裸地/庭園/焼畑

草原/牧草地

堤防

水面敷

未利用地

植林地

庭園(エステート)

湿地

森林

393
,494

4. 2

65 2,967 6.9

14,043 0. 1

2,278 0.0

2,235 0.0

377,226 4.0

235,105 2.5

1,103,750 1 1.7

215,933 2.3

6,459,131 68.3

%f 9,456, I 62 100.0

出典: Riau DalamAngka 1993

表1.5リアウ州の森林面積(1991/92年)

区 分
面 積(ba)比率(%)

生 産 林 (条件付き)

(条件なし)

自然保護林

保 護 林

転 用 林

1,971,553 20.8

1,866,132 19.7

451.240 4.8

397,150 4.2

4,770,085 50.4

if 9,456, I 60 100

出典: Riau Dalam Angka 1993

表1.6リアウ州の食用作物(1992年)

作 目 延収穫面積 収量 単位収量

(ha) (ton) (tonnla)

棉

水稲

陸稲

キャッサバ

メイズ

サツマイモ

落花生

大 豆

小えんどう豆

サグ

113.413

49,536

I0,320

14,455

2,346

4,56 I

13,110

2,960

2 1,794

9

9

3

8

5

つJ

2

2

′b

7 2

73

42

S

77

訂

00

3
2
.

5

5

5

2

つー

5

6

つJ

-

4
3
ー
0
_

6

3

2

ー

叫

4

3

3

6

-

0/

2

つ】

4

8

. ~

0

2

7

2

2

ー

2

3

2

6

2

9

L

L

L

o2

出典: Riau Dalam Angka 1993
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表1.7リアウ州の収穫面積､生産量及び単位収量(1992)

県/市 湿 田 乾 田

収穫面積 生産量 単位収量 収穫面積 生産量 単位収量 収穫面積 生産量 単位収量

IndragiriHulu県

IndragiriHilir県

Kepulauan Riau県

Kampar県

Bengkalis県

pekanb肌l市

Batam市

計/ 1992

1991

1 990

1989

1988

1987

1986

ha (on

1 1,101 48,423

5 1
,067

208,507

202 408

17,27 1 71,001

33,742 1 07,333

30 58

I 13,413 435,730

1 12,155 366,698

102.705 330,877

96, 1 26 307,090

99,038 295,777

103,339 296,273

98,943 292,3 19

4

7

2

0ノ

9

7

5

8

つ】

つ一

-

9

00

q′

3

3

3
.
3

2

つ】

つ】

ba ton

9,488 20,987

1
,263

2,955

15 24

30,084 64, 1 69

8,680 17,594

6 9

49,536 1 05,738

3 3
,7

39 69,449

44,28 3 8 8
,079

42,065 80,767

53
,475

97
,676

42,574 72,5 1 8

48,898 73,738

つJ

′0

9

つ一

(J

0

1

1

0

9

qノ

℡U

7

5

2

2

1

ー

-

ー

1

ba tor1

20,589 69,4 10

52,330 21 1,462

217 432

47,355 135,170

42,422 1 24,927

36 67

1 62,949 54 1
,468

1 45,894 436, 147

146,988 41 8,956

138,191 387,857

152,5 I 3 393,453

145,913 368,791

147,841 366,057

tonnla

3.37

4.04

1.99

2.85

2.94

1.86

つー

9

5

ー

9U

つJ

8

つJ

9

00

00

5

5

4

ユノ

2

2

2

2

2

2

出典: Riau Dalam Angka 1993



表1.8 リアウ州米需給状況

稲生産量 精米量 ロス量 消費可能量 人 口 消費量 ハ●ランス

-
i
l
h
=

つん

1

0

0ノ

00

7

6

5

4

つJ

つ】

Oノ

9

q/

CC

OO

OO

OO

OO

OC

CC

OC

9

q/

qノ

0ノ

q′

0ノ

0ノ

qノ

0ノ

9

qノ

1

1

1

1

1

1

l

ー

l

ー

-

ton

541,468 368,198

436. 147 296.580

4 18,956 284,890

387,857 263,743

393,453 267.548

368,791 250,778

366,057 248,9 1 9

437,940 297,799

403
,380

274,298

370,550 25 1
,974

356,960 242,733

ton ton

36,820 33l
,000

29,658 267,000

28,489 256,000

26,374 237,000

26,755 24 1.000

25,078 226,000

24,892 224,000

29,780 268,000

27,430 247,000

25. 197 227,000

24,273 2 1 8,000

ton

3,394,000 475
,000

3,345,000 468,000

3,304,000 463,000

3,135,000 439,000

2,975,000 41 7,000

2,825,000 396,000

2,683,000 376,000

2,548,000 357,000

2,443 ,
000 342, 000

2,374,000 332,000

2,306,000 323,000

- 144,000

-201 ,000

-207,000

-202,000

- I 76,000

- 170,000

- 152,000

-89,000

-95.000

-105,000

-105,000

ton ton

備考:精米率=68%､ロス率=10%,一人当たりの消費量=140k畠での推定値



表1.9 各五ケ年計画におけるリアウ州移民事業の実績

計画入植者 既入植者

(家族数) 家族数 人数

五ケ年計画以前

1961/1972

第一次五ケ年計画

1969/1970

1971/1972

1973/1974

小 計

第二次五ケ年計画

1974/1975

1977/1978

1978/1979

小 計

第三次五ケ年計画

1979/I 980

1980/1981

1981/1982

1982/1 983

1983/1984

小 計

第四次五ケ年計画

1984/1985

1985/1986

1986/1987

1987/1988

1988/1989

小 計

第五次五ケ年計画

1989/1990

1989/1991

1989/1992

1989/1993

小 計

100

0

0

0

0

0

5

5

0

3

1

1▲

∠U

0

0

0

0

0

0

∩)

nU

2

5

4

.1

つ】

3

9,021

I0,396

9.068

9,284

4,650

42,41 9

I5,955

9,545

4,784

6.266

9,121

45,67 1

5,689

10,902

ll,581

10,623

38,795

100

00

0

0

00

0ノ

5

5

0ノ

つ一

ー

1

5

0

0

0

0

0

0

0

0

2

5

4

.1

つ】

3

478

5

5

2

つム

4

3

3

1

つん

7

7

72.

821

2,304

10,261

13,386

9,021 37,796

10,396 44.427

6,333 27,408

7,415 31,417

3,762 17,395

36,927 15 8,443

8,819 35,514

544 2,187

5
,678

24,087

4,823 20,763

6.600 27.963

26,464 1 1 0,514

5,630 22,754

8,489 33,648

9,890 39,726

9,307 38,354

33,316 134,482

計 130,685 100,505 420,O1 5

出典: Riau Dalam Angka 1993
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表1.10 リアウ州道路現況

舗装種類 国道 州道 県道/市道 総延長

(km) (km) (km) (km)

アスファルト舗装

砂利舗装

舗装なし

764.0

(90.7%)

69.2

(8.2%)

9.0

(1.1%)

762.9

(65.9%)

9.0

(0.8%)

385.2

(33.3%)

1,871.8 3,398.7

(19.5%) (29.3%)

2,849.2 2,927.4

(29.6%) (25.2%)

4,892.3 5,286.5

(50.9%) (45.5%)

計 1992 842.2

1991 842.0

* 1990 856.6

*1989 855.8

*1988 100.6

l,157.1

l,157.0

1
,263.8

1,235.8

2,074.4

9,613.3 1 1,612.6

9,909.7 1 1
,908.7

5,765.2 7,885.6

5.748.7 7,840.3

4,045.0 6,220.0

備考:*バタム島は含まない｡

出典:州公共事業部､ 1993年
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表2.1 河川流量観測

日 付

(観測日)

カイティ川

(m3/sec)

1992年3月31日

1992年2月25日

1992年1月13日

1991年10月6日

1991年9月16日

1991年8月 8日

1991年6月29日

1991年5月20日

1991年4月 3日

1991年3月 5日

2.06

I.969

2.435

0.928

0.621

0.772

I.253

2.873

4.346

l.704

00

′b

OO

8

つ】

0ノ

4

5

7

ー

3

0

つん

′0

4

4

9ロ

7

q′

5

4

1

5

3

. 1

3

4
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表2.2 主要工事諸元

工 種 単位

既存施設/ 新規施設/

既設工事 新規工事

水源施設

-サモ頭首エ

ーカイティ頭首エ

ー堰

水路

幹線 ライニング

土水路

第二次 ライニング

土水路

排水路

幹線分水工

第三次分水工

直接分水工

落差工

チェックゲート

檎/暗集

水路橋

第三次水路網

農地造成

管理事務所

地区内農道

所
所
所

ケ

ケ

ケ

m

m

0

0

3

紀′081

くU2っげ00

000Lr)
I

0

5

3

0

l

1

3

o3002

26300

000Lr).

つ】

93 1 1,654

827 1
,654
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図2-1 サモ農業開発計画地区
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1.調査者略歴

2.調査日程

3.収集資料一覧表

4.面会者リスト

5.中間報告

6.現地写真



添付資料1調査団貞略歴

(1)久保田親典

昭和50年

昭和50年-54年

昭和54年

昭和54年-63年

平成元年-現在

(2)山田■栄

平成元年

平成元年

平成元年一現在

(秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部次長

宮崎大学農学部農業工学科卒業

国際協力事業団日本青年海外協力隊派遣

マレーシア国排水溝概局に勤務

(秩)日本農業土木コンサルタンツ入社

(秩)日本農業土木コンサルタンツ技術部

(秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部

(この間､インドネシアに出張)

(秩)日本農業土木コンサルタンツ総合開発部技師

東京農業大学農学部農業工学科卒業

(秩)日本農業土木コンサルタンツ入社

(秩)日本農業土木コンサルタンツ総合開発部
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添付資料2 調査日程

年 月 日 曜 摘要

平成7年 1 lO 火 東京発-ジャカルタ着

1 EEl 水 公共事業省水資源絵局表敬及び打合､大使館表敬

1 l2 木 通行許可書申請

1 13 金 リアウ州ヘ移動,州公共事業部表敬及び打合せ

1 14 土 現地調査

1 15 日 現地調査

1 16 月 Bappedaとの会議､資料収集

1 l7 火 州公共事業部との打合せ,資料収集

1 l8 水 ジャカルタヘ移動

1 l9 木 水資源総局で会議､大使館へ説明

1 20 金 ジャカルタ発一束京着
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添付資料- 3 収集資料一覧表

収集資料一覧表 (1β)

資料番号 分類 資料名

リアウ州

95Riau-1 CON Gambar Rencana Di Kaiti Samo Kabupaten Kampar

Tahun Anggaran 1995/I 996

*DPU Kantor Wilayah ProplnSi Riau Proyek Irigasi Riau

95Riau12 rRI Irrigation Sub-sector Loan ProjectPreparatory Designs Annex 3

Riau Province August 1988

*Ministry of Public Works Directorate Generalof Water Resouces

De vel opment

95Riau-3 coN Lanjutan PembangunanKonstruksi Daerah Irigasi Samo

*Proyek higasi Riau,DPU

95Riau-4 coN Basic Price (October-November 1994)

Dafter Harga Satuan Bahan Bangunan Dan Upah Di Propinsi Riau

*Proyek Perbaikan Perumahan Dan Permukiman (P3) RIAU

*Bagian Proyek Perbaikan Perumahan Dan Permukiman Riau

*Pusat lnfbmasi Teknik Bangunan (PITB)

95Riau-5 sTA Riau Dalam Angka 1991/1992

*Kerjasama Kantor Statistik & Bappeda TK.I Riau

95Riau-6 sTA Riau DalamAngka 1993

*Kantor Statistik Propinsi Riau & Bappeda Dati.I Provinsi Riau

95Riau-7 HYD Laporan Akhir Pengumpulan Data Hydrologi Pada Daerah

Irigasi KaitiSamo

*Proyek higasi Riau Tahun Anggararan 1991/1992

備考:*=出典

分類記号 GEN
=一般資料

STÅ
=統計資料

HYD=気象,水文資料

IRl
=かんがい資料

CON=工事､建設資料

LST=土地資料

soI=土塊,土質資料

TOP=地形図
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収集資料一一覧表 (2/3)

資料番号 分類 資料名

リアウ州

95Riau-8 sTA Kecamatan Tambusai Dalam Angka 1992

*Kelja Sama Bappeda TK.ⅠI Kampar Kab.Kampar

95Riau19 sTA Kecamatan Rambah Dalam Angka 1992

*Kerja Sama Bappeda TK･II Kampar Kab.Kampar

95Riau-10 sTA Riau DalamAngka 1991

*Kantor Statistik Propinsi Riau

95Riau-1 I GEN Program Dan Realisasi Proyek lrigasi Riau Program P∫p.ⅠⅠ

95Riau-12 GEN Program Dan Realisasi Proyek Irigasi Riau Program PEuTA VI

(October 1994)

95Riau-13 coN Pembangunam Daerah Irigasi Kaiti Samo Kabupaten Kampar

*Proyek Irigasi Riau,DPU

95Riau-14 IRI Final Report

Pengukuran Dan Perencanaan Jaringan Irigasi (Design)

Batang Samo Seluas 686 Ha Kabupaten kampar 1989/1 990

*Proyek higasi Riau,DPU

93Aceh-15 GEN PETA RS-WアP

*Direktorat Bina Program Direktorat Jenderal Penylapan Pemukiman

Departemen TransmlgraSi

95Riau-16 GEN Joxlae Transmlgram Yang Dibina Di Proyek TransmlgraSi Riau KeadaaI

:Mei1994

*Direktorat Bina Program Direktorat Jenderal Penylapan Pemukilnan

Departemen TransmlgraSi

備考:*=出典

分類記号 GEN
=一般資料

STA
=統計資料

HYD=気象,水文資料

IRI
=かんがい資料

coN=工事､建設資料

LST =土地資料
soI=土壌､土質資料

TOP=地形図

A-4



収集資料一覧表 (3β)

資料番号 分類 資料名

95Riau-17 sTA Statistik lndonesia 199l

*Biro Pusat Statistik

95Riau-18 sTA Statistik lndonesia 1992

*Biro Pusat Statistik

95Riau-19 sTA Statistik lndonesia 1993

*Biro Pusat Statistik

備考:*=出典

分類記号 GEN
=一般資料

古TA
=統計資料

HYD=気象､水文資料

IRI
=かんがい資料

CON=工事,建設資料

LST
=土地資料

soI=土壌､土質資料

TOP=地形図
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添付資料-4 面会者リスト

1)リアウ州

Ir･ Amri1 Thaher Dip.HE

Mr. Dadi Komardi, ME

Mr.Taufik Hidayat

Mr･ Kamel Kinaly

Mr. Kamri1 Nur

Mr. Yulius Wi血yat

Mr. Amiruddin

Ir. Bandono Suharto

Mr.Yunus Waluyo

Mr. Hasanbasri

Drs. Ahmad Fuad

Mr. Zulkarwain Daulay

Mr. AI Afif Taalim

2)ジャカルタ

Ir.R.Z由nuddin Dip.AIT

Mr.Kusmo Respatyo ME.

Ir. Darwin Lubis, Dipl. HE

Mr･Asep.Yadi Suheman

Mr. Kenichi Kawamoto

: ChiefOf Sub-Dinas Pengalran, DPU ProplnSi Riau

: BagianProyek Pembangunan Jaringan Irigasi,

Proyek Irigasi Riau, Kantor Wilayah DPU Prop. Riau

: Staff of Perencanaan Irigasi Riau

: Kepala Bid. Fisik dan Prasarana, Bappeda TK I Riau

: Chief of Perencanaan Program,

Kanwil TransmlgraSi PPH Prop.Riau

: Seksi Perencanaan Program,

Kanwil TransmlgraSi PPH Prop.Riau

: Kepala Sub Dinas Bina Program, Dinas Perkebunan,

Propinsi Dati I Riau

: Kepala Sub. Dinas Usaha Tani, Dinas Perkebunan,

Propinsi Dati I Riau

: Sub.Dinas Pengalran, DPU, Prop. Dati I Riau

Kepala Cabang Dinas PertanianTanamanPangan,

Kab. Dati II Kampar

: Camat Tambusai, Kabupaten Kampur, Prop･ Riau

: Staff of Kantor Camat Tambusai

Kab･ Kampar, Prop. Riau

: Staff of Kantor Camat Tambusai

Kab. Kampar, Prop. Riau

: Kasubdit Irigasi,Direktorat Bina Teknik,

Direktorat Jenderal Pengalran, DPU

.I
Direktorat Bina Teknlk, Direktorat JenderalPengalran

: Kasi Irigasi Wjlayah Barat, Direktorat Bina Teknlk

: Staff of Diseminasi, Subdit Irigasi, Direktorat Bina TekniJ

: First Secretary, Embassy ofJapa爪
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BRIEFING OF FACT FIND州G SURVEY

ON

KAITトSAMO IRRIGAT10N PROJECT

IN

RIAU PROVINCE

JANUAFtY 19, 1995

AGRICULTURAL DEVELOPMENT CONSULTANTS ASSOCIAT10N

(ADCA)

TOKYO, JÅPÅN
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Ⅰ. Preface

This reprt descritxs an outline of the results of field survey LTorKaiti-San° imgadon

proJeCtand Batang Kumu lrrigation Projectin the north-west part of Riau打ovince･

The ref氾rt Was Just drawn up roughly in an extent of insumcient understanding due to a

shortperiod of the study to review many available data presented by the authorities

concemed. Therefore,the study on the above prqects will be made as soon as possible

after returning to Japan, and then the results of the study will be submitted to

DirleCtOrate Of Bina Tekmik.

II･ Finding of Field Survey

II11 K&iti S&mo Irrigation Project

1) There are about 2,445 families inthe Project area, consisting of 2,055

transmigration families and 410 localfami1ies･ The latDur forces of paddy field

cultivation訂e enough.

2) The flojectarea is lo皿ted in anundulating･ The existing paddy field makes a

formation of rice terrace. Soils are variable, with sandy loans in the northofthe

Projectareaand clay soils inthe south･

3) The existing irrigated ar飽is 723 ha to be supplied by the Samo headworks･ A

net irrigable area of Kaiti-Samo lmigation打oj∝thas 1,654 ha･ A balance of

remalnlng lrTigablearea has not gotten the imgation water in order to stop the

remalnlng COnStruCtion work･

4) The remaining work are mainlythe connection canal9･2 km from Kaitiriver

headworks to Samoriver head works and tertlary Canalnetwork system for 863

ha inthe westem part ofthe打ojectar飽. The connection c姐al4･1 km in upper

st陀am Will be constructed by OECF Sector Loan･

5) It is difficultto expandthe irrigadon area from a net irrigable area (1,654 ha) of

bti-Samo lrrigation Project.Because, water resources, the Kaitiriverand the

Samoriver, a陀nOt available rorthose extension
imgation ar飽･

6) If the Batang Lubuk will be expected as another water resources, construction

cost will be highlyspended for the headworksand linking canaltothe Samo

main canal.
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It･2 8&t&ng Kumu hrig&tion Project

1) The Projectal% isthe transmigration area with gentle topography suitable for

inigated paddy cdtivation･

2) Inthe fbj∝t area, atx)ut 3,070 families of the tmnsmigrmts have settled

making IX氾r livings by rainftd paddy, upland paddy, corn, cassava, and etc･,

and their living standard is very low･ The family number is c00stant inthe last 5

or6years.

3) During JICA Fe2LSibilityStudy (1989), the rainfed paddy area were only 190 hal

At present, itexist about 1,700ha in the llojectarea according to Cabang Dinas

pertamianTanaman托mgan in Kabupaten Kamp2u･･ A numt光r Of faLmmerS expect

to cormect totheir cultivated rain托d paddy fields with irrigation system as soon

as possible･

4) Inthe case of the Riau打ovince,per-capita GRDP excludingpetroleum
is lower

thanthose in other provinces,rice pr∝luction c弧nOt meet its demandand it is

expectedthat a more tdanced economicaldevelopment t光tWeenthe industrial

and agriculturals∝tors could tx achieved･ Therefore,the Batang Kumu

Imigadon打ojectisgiventhefirst priorityonthe irrigadon developm蝕t Projects

in the Riau Province.

5) Accessibility to fuanbaru City, NorthSumatra flovinceand Dumaiport from

the Projectarea is good. Those road are very effective fわr taking outthe

agriculturalprcKlucts fromthe打oject area･

6) In spite of delay of implementation schedule, the private rubber or oil palm

estates have not so expanded inthe rlojecta陀a･

7)Asmentioned in the above, itisrecommendable to start the detailed design of the

Batang Kumu Irrigadon Projectusingthe OECF lo弧aS S00n aS POSSible･

A-12



III･ Activities of Survey Team

Jan･ ll (Wed) : fhid courtesy call on Directorate Genelal of Water

Resources Development, and made discussion on survey

area in Riau Province.

Paid courtesy call on Embassy of Japan･

Jam. 12 (Tbu)

Jam. 13 (Fri)

Jam. 14 (Sat)

Jam. 15 (Sun)

Arranged the Police Certificationsand data collection.

Moved to Pekanbam, Riau from Jakarta.

Paid courtesy call on Sub Dinas Pengalran, DPU打opinsi

Riau and made discussion on survey schedule･

Left for Pasirpanggarayanin project Site･
Surveyed Kaiti-Samo Irrigation f>ojectand Batang Kumu

Inigation rhject.

Surveyed kaiti-Samo lrrigation rh)ject.
Moved to Pekanbaru.

Jan･ 16 (Mom) : Had a meetlng On Kaiti-Samo Irrigation f>ojectand
Batang Kumu Irrigation Projectat Sub Dinas Pengalran.

Collected dataand information at Sub Dinas PengaAran and
Transmlgmtion office.

Jan･ 17 (Thu) : DiscussedKaiti-SamolrrigationProjectandBatangKumu
lrrigation Projectwith Bappeda
Collected dataand infmatlOn at Sub Dinas Pengalran a且d

Dinas Perkubunanand Statistic once.

ユan. 18 (Wed) : MovedtoJakartafromPekanbaru.

Collected data and information.

Jam. 19 (Thu)

Jam.20 (Fri)

Reported to Embassy of Japanon survey results

Had a meetlng On Survey results aJld discussed i.twith

authority concemed.

Left Jakarta for Tokyo

IV･ Members of Survey Team

TeBLm L飽der Mr. ChikanoriKUBOTA (Irrigation& Drainage)
Memtxr Mr. Sakae YAMADA (hvironmentalAssessment 皮

A gricul tural Development)
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V. Parties and Authorities Concerned in the StlrVey

1) RIAU PROVINCE

Ir･ Ami1 Thaher Dip.Ⅰ{E

Mr. Dadi Komardi, ME

Mr.Taufik Hidayat

Mr. Ea血el Kinaly

Mr. Kami1 Nur

Mr･ Yulius Widaya[t

Mr. Amiruddin

Ir. Bandono Suharto

Mr.Yunus Waluyo

Mr. Hasanbasri

Drs. Ahmad Fund

Mr. Zulkarwain Daulay

Mr. AI Afif Taalim

2) JAKARTA

Ir.R.Z由nuddinDip.AlT

Mr.Kusmo Respatyo ME･

Ir.Darwin Lubis, Dipl. HE

Mr.Asep.Yadi Stdlerman

M. Kemichi Kawamoto

: Chief Of Sub-mnaLS Pengzurzn, DPU托opinsi Riau

: BagianProyek PembangtmanJaringan Irigasi,

Proyek Irigasi Riau, Ka血or Wilayah DPU ftop･ Riau

: Staff of
PerencanaanIrigasi Riau

: Kepala Bid. Fisik dBLn托a姐rana, Bap野daTK I払au

: Chief of Perencanaan Program,

KaulWil TransmlgraSi PPH Prop･Riau

: Seksi Perenwaan Program,

Kanwil Tr弧SmlgraSi PPH nop･Riau

: Kepala Sub DirLaS Bina Program, hms Perkebunan･

hopinsi D如i I Riau

: Kepala Sub. Dinas Usaha Tani,以rLaS Perkebun弧,

hopinsi D血i l払au

: Sub･Dinas Peng2uran, DPU,托op･ D血I Riau

Kepala Cabang Dinas PertadanTamanPang皿,

Kab. Dati II Kampar

: cm止Tambusai, Kabupaten E血血p町, Prop･ Buau

･
.

Staff of Kantor Canat Tambusai

Kab. Eamp2Lr, Prop･ ruau

: staff of Kanlor Camat Tambusai

Kab. Kampar, Prop･ Riau

: E鮎utXht Irigasi,mrektorat Bina Teknik,

Direktorat Jenderal PengalmI1, DPU

: Direktomt Bina Teknik, D止ektorat Jenderal Pengaur2Ln

: Kぉi Irigasi Wilayah Barat, Direktorat Bin Tekmik

: staff of Diseminasi, Sutxht Irigasi,以rektorat BiI岨Teknik

: First Secretary, Embassy of Japan
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Ⅵ. Collected Data List

No. mta

10

Gambar Renana Di Kaiti Samo Kabupaten Eampar

TahunAnggaran 1995/ 1996

*DPU Ka皿tOr Wilayah Propinsi Riau Proyek Irigasi Riau

lrrigation Sub-sector Loan ProjectPreparatory Designs Annex 3

Riau Province August 1988

*Mimistry of fhblic Works Directorate Generalof Water Resouces

Dev elopment

hjutan PemぬngunanKonstruksi Daerah Irigasi Samo

*Proyek Irigasi Riau,DPU

Basic fhce (OctotN:r-Novemt*r 1994)
Da允er Harga Sattnn Bahan Bangunan Dan Upah Di fbpinsi Riau

*Proyek Perbaikan Perumahan DanPermukiman (fB) RIAU

*Bagian Proyek Pertnikan Pertmahan Dan Permukiman Riau

*PtLSat Informasi Teknik Bangunan(PrrB)

Riau DalamAngka 1991/ 1992

*Kerjおamaぬntor Statistik & Bappeda TKI Riau

Riau DdamAngka 1993

*Ea血or StatistikPropinsi Riau & Bap押da Dati･I Provinsi Riau

hporan Akhir PengumpulanData HydFOlogiPada Daerah

Irigasi Kaiti Samo

*Proyek Irigasi Riau TahunAnggararan 1991 /1992

Kecamatan Tambu弘i Dalam Angka 1992

*KetiaSa皿Bappeda TK･ⅠI hpar Kab･払皿Par

Kemmatan Rambal1 Ddam Angka 1992

*Ke勺aSaⅡはBappcda TK.II Eampar Kab.Kampar

Riau Dalam Angka 1991

*lhntor Statis血Propinsi Riau

Program Dan Realisasi Proyek Irigasi Riau ProgramPJP･II

Program DanRealisasi Proyek Irigasi Riau Program PELITA VI

(October 1994)

Note: *=Source
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No. Dab

13

14

15

16

17

Pemb弧gtLmm D紀rah Irigasi htiSamo Kabupaten Eampr

*Proyek Irigasi Riau,DPU

Implementation Program for Construction for Batang Kumu Irrigation

Project
*Directorate Generalof Water Resourαs D即elopment

*Ministry of P8blic Works

FinalReprt

Pengukuran DanPerencaLman Jaringan Irigasi (Design)

Batang Samo Seluas 686 Ha Kabupaten kampar 1989/ 195X)

*Proyek Irigasi Riau,DPU

PErA RS-WPP

*mrektorat Bina Program Direktorat Jenderal PenylapanPemukiman

tkpartemen T ransmigrasi

Joxlac TransmlgTam Yang Dibina Di Proyek TransmlgTBLSi Riau Keadaan

:Mei 1994

*D血ktorat BirLa hogramDirektorat Jenderal PenylapanPemukiman

Departemen T ransmigrasi

Note: *=Source
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リアウ州

バシールバンガチヤン

の町並み

パシールパンガラヤン

の町の風景

プカンパルー

メインストリート

A－18



リアウ州

受益地内の

新規開田場所

かんがい事集

未実施の受益地

かんがい事業

未実施の受益地

Å－19ｰ



リアウ州

分　水　工

第3次水路

受益地内既存水田

A－20



リアウ州

サモ幹線水路

州道横断サイフォン

サモ地区現場事務所

A－2



リアウ州

カイチイ頭首工

下流部

カイテイ頭首工

幹線水路

A－22



リアウ州

カイテイ頭首工

も右側より）

カイテイ頭首工

（下流側より）

カイテイ頭首工

上流部

A－23



リアウ州

州公共事業部との

打合せ

州移住部との

打合せ

州農業部エステート課

との打合せ
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